
「市民公開講座を終えて」

　平成29年度の市民公開講座は江戸川区とのコラボレーションにより、「こどもの食事、これで大丈夫？
～食事の悩み・太り気味・やせ気味のこどもへの対応と予防～」と題して、子どもの食行動の問題と肥
満・やせへの対応、さらに食育推進活動を取り上げた。
　初めに、江戸川区が食育の一環として平成23年から行っている「えどがわおいしいメニューグランプ
リ」活動の紹介があり、本活動が年々区民に浸透し、食育が推進されていることがうかがえた。次に管

理栄養士からのアドバイスとして、相模女子大学の堤ちはる氏より、“こどもの食行動の問題”の要因および対応について講演があった。
乳幼児の育児の心配事の一番が食・栄養に関する心配事であり、こどもの食事に心配事があると育児に自信が持てないことにつなが
ることが示された。こどもの食事の困りごとに対して具体的な対応法が示され参加者に有意義であったと思われる。小児科医からのア
ドバイスとして、原光彦氏が「肥満・やせの対応と予防」について講演された。小児の肥満は、不登校などの心理的問題の要因になるの
で、早期からの対応が重要で、ライフステージごとの介入法を示された。一方、やせ過ぎも問題で、肥満・やせの早期発見には、成長曲線
を利用することが役立つ。対応には病識を持たせることが大切であると述べられた。さらに保育園園長の北川三和子氏から、「乳幼児
から学童期に繋げる食育」と題して、実際に推進している食育活動の紹介があった。地域で子育てを支援するという共通認識を関係者
が持つことの重要性を話された。保育関係者の方々らに有意義であったと思われる。
　参加者は255人で、職業別では、今回は栄養士・管理栄養士の参加27%と最も多く、保育園や学校で働いている栄養士・管理栄養士
が多かったと思われた。事前質問も多く寄せられており、パネルディスカッションで、質問の幾つかを講演者にできるだけ具体的に答え
ていただいた。終了後のアンケートでは、“質問に的確に具体的に答えてくださり、とても参考になった”“具体的な対応法を知ることが出
来た”“江戸川区の活動が良く分かった”など多く記載されていた。予定時間をオーバーしたが、参加者は最後まで熱心に聴取されており、
大変有意義な公開講座であった。

座 長：児玉  浩子 （帝京平成大学健康メディカル学部健康栄養学科教授・学科長）
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※審査基準に減塩が盛り込まれています。入賞レシピは会場入口にて掲示し、大変好評でした。（P10参照）

講  演第一部
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「江戸川おいしいメニューグランプリの分析結果」に関心
を持っていただけて、とてもうれしいです。メニューグラン
プリから見えてきた結果を日々の中の取組みに活かせるよ
う皆さんと一緒に頑張っていきたいと思います。

福島係長ご感想

● えどがわ おいしいメニューグランプリ ●
ファミリー部門・中学生部門　優勝・準優勝レシピ
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講  演第一部

沢山の方々に御参加いただきありがとうござい
ました。当日は楽しく講演させていただきまし
た。アンケート結果から比較的好評だった様で
安心しました。これからも、子ども達の健康と
幸せのため、和食中心の健康的な食事「さわや
かダイエット」を広めていきたいと思っています。

原先生ご感想
アンケート結果からは、参加者の皆様が、毎日
の食事を健康的で楽しいものにするためのヒ
ントをつかんでいただけたようで、大変嬉しく
思っております。食事は単にエネルギーや栄養
素の補給にとどまらない、心と心が触れ合う大
切な場面であることを心に留めて、日々の食事
を楽しんでいただけたら幸いです。

堤先生ご感想
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 参加申し込み者からの事前質問に回答する形式で行われました。

 
 

 

講  演第一部 パネルディスカッション第二部
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アンケート結果で、「これから、なるべく具沢山で食事を作
ろうと思った」、「我が子の園での食事について、あまり
じっくり考えたことが無かったが、色々考えて献立作成を
してくれている事に改めて気付いた」等、ありました。
私の拙い話が、保育所（園）での食育として、保護者、地域、
市民、子育て関係者に伝わり、皆で考える、共に考える良
い機会となりましたこと、嬉しく思っています。
貴重な体験をありがとうございました。

北川先生ご感想
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アンケート結果

アンケート結果

本日の講座は参考になりましたか 職 　　業講座に参加した理由

● えどがわおいしいメニューグランプリから見え
てきたこと

・区でこのような取り組みが行われていることを初めてし
りました。

・メニューグランプリの公募作品から食行動の傾向が読
み取れ、いろいろなことがわかると思った。

・区全体で取り組んでいて、データから傾向と対策を立
てている点が素晴らしいと思った。

・減塩の取り組み方が参考になりました。
・江戸川区は行政として、23区内の中でも積極的に食育
に取り組くんでいると感じました。

● 食行動の問題の対応と予防
・ 4歳の息子が食事に時間がかかり、叱ることが多かった
が、堤先生のお話しを伺い、おやつのあげ方、夕食の時
間調整、体を動かして食事の前にお腹をすかせるよう
にする等、工夫してみようと思った。

・食べる、食べさせることと心の問題が明確になった。
・「なるほど」と納得できるお話が多く、園でのアドバイス
にも役立つ話が多かったです。

・子どもの月例に合わせて、食べにくい食材があることが
よく分かりました。

・一番身近な題材でわかりやすかった。

● 肥満・やせの対応と予防
・子どもの肥満が将来の病気に繋がる怖さを改めて感じ、
早い治療・対応で改善することがわかりました。

・子どもが少し太り気味なのが気がかりでしたが、判断
基準や食事で気をつけるポイントなど、とても参考にな
りました。

・医学的な言葉が多いにもかかわらず、表や写真を使っ
て説明していただいたのでわかりやすかったです。

・成長曲線を見て、バランスよく成長しているか確認する
ことが大事だということがわかりました。

・黒色表皮症の写真がわかりやすかったです。メタボか
どうかの判断に気をつけます。母乳育児のほうが肥満
になりにくいことを初めて知りました。

● 乳幼児から学童期に繋げる食育
・具体例があって、とてもわかりやすかった。
・食育の大切さを再認識できるお話でした。
・実践に繋げられる内容で参考になりました。
・なるべく具だくさんでおいしい食事を作ろうと思いまし
た。偏った食事にならないようにがんばります。

・保育園給食、食育、保護者対応に取り入れていきたい
内容だった。

● パネルディスカッション
・江戸川区の活動がよくわかった。
・とても内容の充実した、現状の中で求められている身
近なトピックをおさえ、具体的な取り組みへつないでい
ける講座であり、毎回、有益な学びをいただけています。
素晴らしい取り組みと思います。

　  「子どもと保護者」に身近で、寄りそった医学、教育の展
開がとても素晴らしいし、意義深く、大切であるという
ことを改めて感じています。ありがとうございます。

・具体的な悩みに対し、分かり易く、手段を交えて説明し
てもらえて参考になりました。

・今の現状と問題点がしっかり取り上げられ、その対応
策が具体的で本などからでは得られない内容であった。

・パネルディスカッションで各先生方のご講演内容の再
確認ができ、関連性がわかってとてもよかったです。

・身近な質問に答えてもらえるので、仕事の参考になりま
した。

・普段小児科を受診する時は、風邪や腹痛など、体の具
合が悪い時です。

　 子どもの食事や体質など、受診目的とは違う内容につい
て質問する余裕がないので、このような機会は有難い
です。

無回答
17％

教育系
その他
9％

栄養士
27％

保育士
11％

教師
1％

医療系その他
  7％

看護師
3％

医師 1％

無回答
19％

会社員
9％

その他
13％

参考になった
71％

少し参考になった
　　　12％

各関係団体と連携し、食事や子育て、
健康に関する情報を掲示しました。
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市民公開講座を終えて ～行政と公益財団法人が協働で実施した事業から感じたこと。～

江戸川区 健康部 健康サービス課長  塚田　久恵
こどもの食事を共通テーマに、小児科医や管理栄養士と
いった専門的立場からの見地、保育の現場での取り組み
から見えてきたことなど、様々な分野の第一線でご活躍
の皆様と行政が協働で市民公開講座に関わることがで
き、とても有意義でした。とくに、食育は食事や栄養だけ
でなく、社会性や文化をも含んだ幅広い概念です。江戸

川区での食育の取り組みは多岐にわたりますが、素晴ら
しい先生方とともに今回の市民公開講座で、参加された
皆様にお伝えできたことを感謝いたします。
こどもの健やかな成長を実現するために、こうした機会
を通して、行政も一緒に考えることはとても貴重です。あ
りがとうございました。
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満・やせへの対応、さらに食育推進活動を取り上げた。
　初めに、江戸川区が食育の一環として平成23年から行っている「えどがわおいしいメニューグランプ
リ」活動の紹介があり、本活動が年々区民に浸透し、食育が推進されていることがうかがえた。次に管

理栄養士からのアドバイスとして、相模女子大学の堤ちはる氏より、“こどもの食行動の問題”の要因および対応について講演があった。
乳幼児の育児の心配事の一番が食・栄養に関する心配事であり、こどもの食事に心配事があると育児に自信が持てないことにつなが
ることが示された。こどもの食事の困りごとに対して具体的な対応法が示され参加者に有意義であったと思われる。小児科医からのア
ドバイスとして、原光彦氏が「肥満・やせの対応と予防」について講演された。小児の肥満は、不登校などの心理的問題の要因になるの
で、早期からの対応が重要で、ライフステージごとの介入法を示された。一方、やせ過ぎも問題で、肥満・やせの早期発見には、成長曲線
を利用することが役立つ。対応には病識を持たせることが大切であると述べられた。さらに保育園園長の北川三和子氏から、「乳幼児
から学童期に繋げる食育」と題して、実際に推進している食育活動の紹介があった。地域で子育てを支援するという共通認識を関係者
が持つことの重要性を話された。保育関係者の方々らに有意義であったと思われる。
　参加者は255人で、職業別では、今回は栄養士・管理栄養士の参加27%と最も多く、保育園や学校で働いている栄養士・管理栄養士
が多かったと思われた。事前質問も多く寄せられており、パネルディスカッションで、質問の幾つかを講演者にできるだけ具体的に答え
ていただいた。終了後のアンケートでは、“質問に的確に具体的に答えてくださり、とても参考になった”“具体的な対応法を知ることが出
来た”“江戸川区の活動が良く分かった”など多く記載されていた。予定時間をオーバーしたが、参加者は最後まで熱心に聴取されており、
大変有意義な公開講座であった。

座 長：児玉  浩子 （帝京平成大学健康メディカル学部健康栄養学科教授・学科長）

書告報
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